
やがて、薬物を使用し変わっていく可愛くて優しかった翼。 
翼の一挙手一投足に目を光らせる幸子。
 
薬物を止めるよう説教したり、なだめたり、泣いて懇願したりする日々に疲れ果て途方に
暮れる幸子。 
 
仕事に明け暮れ現実から目を背ける父、守。 仕事に明け暮れ現実から目を背ける父、守。 
崩壊していく家族、どんどんエスカレートしていく翼を心配する姉、のぞみ。
 
ある日のぞみは通勤電車で車内広告の「薬物依存症は回復できる病気です」という文字を 目にする。 
そこに希望の光を見た。
 
のぞみの情報を得た幸子と守は勇気をだして家族相談会のドアを開く。 
そこでは同じ経験をしたメンバー達が笑顔で迎えてくれた。そこでは同じ経験をしたメンバー達が笑顔で迎えてくれた。
 
その日を境に幸子と守は少しずつ元気を取り戻していった。 
家族が元気になるにつれ翼にも変化の兆しが見え始めた。 
同じ薬物依存症と言う病気に苦しむ仲間や支援者と出逢った翼。 
数々の経験を重ね自立していく翼。
 
そして、今。26 歳になった翼は、支援される側から支援する側へと成長している。 そして、今。26 歳になった翼は、支援される側から支援する側へと成長している。 
関西家はピンチをチャンスに変え家族再生の道を歩んでいる。
 
 
 


